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	無意識の意識化
	ステレオタイプのもの見方
	　私たちは日頃から、言葉だけでなく、表情や目線、声のトーンなど、いわゆる非言語情報も含めて、互いにコミュニケーションをしています。また時には、相手の持つ背景を想像し、知りうる知識や情報を加味して、コミュニケーションを図ろうとします。
	　しかしながらこの想像は時として、国籍・言語・民族・文化など外国人を巡るステレオタイプとして語られることもあります。 　
	　　「男性だから」「女性だから」「高齢者だから」、きっと〇〇なのではないか？といった想像から発した一言が、当てはまらない方にとっては、自分の存在が否定されたように感じることもあります。
	　「一個人として見てもらえない」と、外国人が心の壁を感じるような状況は、OFIXが求める多文化共生社会とは異なります。まずは自身のステレオタイプに気づくことが、真の共生社会の第一歩ではないでしょうか。

	マイクロアグレッション
	マイクロ（小さい）とアグレッション（攻撃）があわさって出来たことばです。
	　発言している側に傷つける意図はなくても、その発言や行為のなかには、相手が持つ文化や背景への無理解や偏見が含まれる「日常にあふれる、ささいな見えにくい攻撃」と言われています。
	　また、友人間のような身近なコミュニケーションでも繰り返されることで、受け手にとって心的負担が蓄積されていきます。マイクロアグレッションは「マジョリティ」と「マイノリティ」という関係性において起こります。　数的だけではなく、社会的に優位な方が、マジョリティとなります。

	　国籍・人種、ジェンダー、セクシュアリティ、障がいの有無、学歴、出身地（都心/地方）などが、よく例としてあげられます。マイクロアグレッションは以下の３つに分類されます。
	①攻撃型（マイクロアサルト）
	②侮辱型（マイクロインサルト）
	マイノリティを「意識的」に傷つけることを目的とした、暴力的・差別的な言葉や行動のこと。
	相手の属性・アイデンティティを軽視・侮辱する、自覚なき無礼な言葉や行動のこと。
	③軽視型（マイクロインバリデーション）
	マイノリティの感情、経験、苦痛を、主に無意識のうちに否定、無視、矮小化（過小評価）する言葉や行動のこと。
	　何気ないつもりの言葉や態度が制度的差別や文化的差別と結びついていないか、常に省みることが大切です。

	OFIX 事業報告：コミュニケーションと多文化理解について
	外国人相談対応力強化事業
	　OFIXでは、「外国人相談対応力強化事業」（大阪府委託事業）を2025年度から実施しています。
	　事業開始時に行ったヒアリングでは、インバウンド対応をしている事業者は、主にマナーについて困っており、それをお客様である外国人観光客にどのように伝えればいいかが課題となっている現状がみえてきました。
	　そこで、「相談対応力研修」の中の『多文化理解』のコマでは、来阪者の国・地域の文化や慣習、宗教について学ぶ講義や、どのようにすれば衝突なく伝えたいことを伝えることができるかのワークショップを行いました。日本以外の地域の文化を知ることで、受講者が外国人観光客の行動を理解することにつながり、伝え方についても講師からの助言のもと、ハードルが下がったとの声がありました。
	『コミュニケーション』では、「文化的謙虚さ」と、異文化と危機が重なる構造について学びました。対応者はえてして優位的立場で挑みがちです。常に相手を理解しようと寄り添う姿勢の大切さが、受講者に響きました。ワーククショップでは、ノンバーバルコミュニケーションや、カードゲームでの異文化疑似体験を行い、異文化理解の気付きにつながりました。


	大阪府外国人情報コーナー　https://ofix.or.jp/life-japanese
	語学ボランティア：523名
	災害時通訳・翻訳ボランティア：204名


